
 

 

 

 

 

平成２６年９月１９日 

                           国土政策局広域地方政策課 

 

 

平成26年度 第２回災害対策等緊急事業推進費の執行について 

 

 

 

梅雨前線等に伴う豪雨・地すべり・崖崩れにより被害を受けた地域、低気圧に伴う強

風・波浪により被害を受けた地域において、災害対策等緊急事業推進費※を執行し、再度

災害を防止するための事業（６件）を緊急に立ち上げ実施します。 
 
 
 
 
※ 災害対策等緊急事業推進費は、自然災害により被災した地域、又は重大な交通事故が発生した箇所等

において、緊急に再度災害の防止対策又は事故の再発防止対策を実施し、住民及び利用者の安全・安

心の確保を図ることを目的とした経費です。 

 

 

 

平成26年度 第２回災害対策等緊急事業推進費 執行額 
 

災 害 対 策 （６件） ［国費］  ６６０百万円   

 

   

【問い合わせ先】 

 国土政策局広域地方政策課調整室 

 専門調査官 高橋（内線29-915） 

    主査 冨岡（内線29-925） 

  代表 03-5253-8111 

  直通 03-5253-8360 

  FAX   03-5253-1572 



実 施 概 要 
 

○平成２６年度  第２回  災害対策等緊急事業推進費（主な対策の例） 

 

１． 梅雨前線等に伴う豪雨・地すべり・崖崩れにより被害を受けた地域に 

おける対策 

【5件  520百万円（国費）】 

具体的には(1)～(5)のとおり 

  (1)一般国道（直轄） 

・ 平成26年4月の日照時間が観測史上最長の264時間を記録し、融雪
ゆうせつ

が急激に進行

し、またその後の降雨による地下水位の上昇により、一般国道452号（北海道

三笠市
み か さ し

三笠
み か さ

国有林
こくゆうりん

）において、地すべりが発生し、押え盛土工等による応急対

策が必要となった。 

・ このため、アンカー工等の地すべり対策を緊急に実施し、再度災害を防止する。 

 

(4)地方道（補助） 

・ 梅雨前線に伴う豪雨により、平成26年7月7日に道路法面の崖崩れ災害が発生し、

主要地方道茨木
いばらき

能勢
の せ

線（大阪府箕面市
み の お し

粟生
あ お

間
ま

谷
だに

地内）では片側交互通行規制が

発生し、現在も続いている。 

・ このため、モルタル吹付工等の法面対策を緊急に実施し、再度災害を防止する。 

  

 

２． 低気圧に伴う強風・波浪により被害を受けた地域における対策 

【1件  140百万円（国費）】 

具体的には(6)のとおり 

(6)一般国道（直轄） 

・ 平成26年5月16日から17日の低気圧に伴う強風・波浪により、北海道常呂郡
ところぐん

佐呂間町
さ ろ ま ち ょ う

字
あざ

幌岩
ほろいわ

では一般国道238号において、連結ブロック護岸が被災し、道

路路肩
ろ か た

盛土が浸食され、約18.5時間の片側交互通行規制が発生した。 

・ このため、かごマット多段積護岸工の設置を緊急に実施し、再度災害を防止す

る。 



事業費 国費

(1) 道路維持管理事業
一般国道452号
三笠市三笠地区災害防除

国土交通省 北海道 三笠市三笠国有林392林班 460 460

(2) 道路維持管理事業
一般国道19号
木曽郡南木曽町読書地区道路
災害防除

国土交通省 長野県 木曽郡南木曽町読書地区 7.8 7.8

(3) 道路維持管理事業
一般国道196号
松山市大浦道路災害防除

国土交通省 愛媛県 松山市大浦地先 31 31

平成２６年度 第２回 災害対策等緊急事業推進費（災害対策） 執行地区一覧表

種　別

事業主体名 施行地

実施計画額

事業名

地方道（補助）

一般国道（直轄）

［金額単位：百万円］

１．梅雨前線等に伴う豪雨・地すべり・崖崩れによる災害

(4) 道路更新防災等対策事業 主要地方道　茨木能勢線 大阪府 大阪府 箕面市粟生間谷地内 13 6.5

(5) 道路更新防災等対策事業 主要地方道　加茂油木線 広島県 広島県 福山市山野町大字山野地先 30 15

計 5件 542 520

(6) 道路維持管理事業
一般国道238号
佐呂間町幌岩地区防災対策

国土交通省 北海道 常呂郡佐呂間町字幌岩 140 140

計 1件 140 140

総　　計 6件 682 660

２． 低気圧に伴う強風・波浪による災害

一般国道（直轄）



国土交通省

事 業 名

事 業 主 体

（１） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

道路維持管理事業（一般国道452号 三笠市三笠地区災害防除）

ミカサシ ミカサ チク ｻｲｶﾞｲﾎﾞｳｼﾞｮ

本地域においては、平成26年4月の日照時間が観測史上最長（264時間）を記

録し、融雪が急激に進行した。この影響により、当該箇所で計測している地盤の
ひずみが急激に大きな変動量を示した これは 当該箇所で地すべりが発生し

三笠市三笠国有林３９２林班

４６０

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）４６０

ミカサシ ミカサ コクユウリン リンパン

ひずみが急激に大きな変動量を示した。これは、当該箇所で地すべりが発生し
ていることを示しており、早急に手当しなければ大きな災害を引き起こす可能性
が非常に高い。このため、当該地すべりで交通への影響が発生しないよう、推
進費を活用して緊急に地すべり対策を行うことにより、交通の安全を確保する。

内 容

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）
【位置図】

旭川 【対策工平面図】B2孔

札幌

実施箇所

旭川

夕張

【箇所図】至 旭川旭川空港

集排水ボ－リング工

【対策工平面図】

アンカー工
(N=18本)

(N=160本)

B1孔
H26観測孔

断面図位置

用
地
界

至

滝
川

芦別市

美瑛町

上富良野町

(A=1160m2)

法面工

写真
①

至

夕

至

旭
川写真

②

地表水排除工

申請箇所
(L=190m)

至

帯
広

富良野市 プレキャスト法枠工 (A=800m2)
①

張
②

【対策工断面図】

プレキャスト法枠工

(800m2)

想定地すべり線
観測高水位

約70m

地表水排除工

KP39,810～KP40,000

至 夕張
※国土地理院

1/200,000

(N=160本)
集排水ボーリング工
(N=18本)

アンカー工

想定される
地すべり範囲

【地すべり範囲写真】 【応急対策状況写真】

応急対策として、押え盛土工実施

１

写真①平成26年3月28日撮影
至 夕張

至 旭川
約190m

写真②平成26年7月28日撮影

至

夕
張

至

旭
川



国土交通省

事 業 名

事 業 主 体

（２） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

道路維持管理事業（一般国道19号 木曽郡南木曽町読書地区道路災害防除）
キソグンナギソマチヨミカキチク ﾄﾞｳﾛｻｲｶﾞｲﾎﾞｳｼﾞｮ

平成26年7月9日に台風8号接近に伴う局地的な豪雨が発生し、南木曽町読書
地区の三留野観測所で最大時間雨量57mm、138mm／日を記録した。この豪
雨により 国道19号南木曽町読書地区において道路斜面崩壊や土砂流出の災

長野県木曽郡南木曽町読書地区

７．８

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）７．８

ナガノケン キソグン ナギソマチ ヨミカキ チク

ミ ド ノ

雨により、国道19号南木曽町読書地区において道路斜面崩壊や土砂流出の災
害が発生し、全面通行止め（約8時間）となった。

今後の豪雨により、再度交通への影響が発生しないよう、推進費を活用して緊急
にコンクリート吹付工の法面対策を講じることにより、交通の安全を確保する。

内 容

【位置図】
凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）長野県 塩尻市

【平面図】

【位置図】

崩壊発生箇所
(101.48kp付近)

写真①

写真②

三留野
観測所

【位置図】

対策断面図
(101 48p付近) 対策平面図

中津川市
(101.48p付近)

上り車線

CO

JR廃線跡

CO

コンクリート吹付工（t=15cm）

堆積土除去

既設構造物擦り付け

(9
,0
0
0
)

【ｺﾝｸﾘ ﾄ吹付工】 H
=9

00
0

+
1
3
.
0

0
.
0

T-1

+
7
.
0

77へ671

391
.5

390
.9
5

１１４の２－Ａ

400

390
.9
8

２０１－Ｂ

395

大型土嚢

崩土

ＪＲ廃線跡
A

A’
至 名古屋 至 塩尻

上り車線

CL

道
路
中
心
線

土嚢

A=3.2m2
堆積土

(3400)

既設構造物擦り付け

(

【被災状況写真①】

【ｺﾝｸﾘｰﾄ吹付工】
A=430㎡
（t=15cm）

国道

H

420

410

4
0
0

408
.5

416
.6

コンクリート吹付工 (t=15cm)　A=430㎡

【被災状況写真②】

２

(H26.7.9撮影)

8m

(H26.7.9撮影)



国土交通省

事 業 名

事 業 主 体

（３） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

道路維持管理事業（一般国道196号 松山市大浦道路災害防除）

マツヤマシオオウラﾄﾞｳﾛ ｻｲｶﾞｲﾎﾞｳｼﾞｮ

平成26年7月7日からの台風8号の影響を受けた梅雨前線に伴い豪雨が発生し、
松山市大浦地先では最大時間雨量20mm、61mm／日を記録した。この豪雨に
より 国道196号松山市大浦地先において道路法面崩壊や車道上へ土砂流出

愛媛県松山市大浦地先

３１

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）３１

エヒメケン マツヤマシ オオウラ チサキ

より、国道196号松山市大浦地先において道路法面崩壊や車道上へ土砂流出
の災害が発生し、片側交互通行の交通規制（約15時間）となった。

今後の豪雨により、再度交通への影響が発生しないよう、推進費を活用して緊急
に吹付法枠工等の法面対策を講じることにより、交通の安全を確保する。

内 容

愛媛県
至 今治

事業箇所

事業計画区間

一般国道196号

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

至 松山

仮設防護柵工40ｍ 土工500ｍ3

法面工（吹付法枠工）285m2

縦水路工5m

延長Ｌ＝40ｍ
平面図 A

法面工

←松山方面
今治方面→

ＪＲ

電柱移設
電柱移設

崩壊箇所
A A – A断面

Ｈ
＝

14
ｍ

国道

(吹付法枠工)

電柱移設

法面工

法面工

(吹付法枠工)

国道

AS

被害状況①自然斜面の崩壊 被害状況②土砂流出 被害状況③不安定部の残存

欠損箇所

4ｍ

３

(H26.7.8撮影)

オーバー
ハングし
て不安定

Ｌ＝12ｍ

Ｈ
＝

14

(H26.7.8撮影)
(H26.7.8撮影)



大阪府

事 業 名

事 業 主 体

（４） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

道路更新防災等対策事業（主要地方道茨木能勢線）
イバラキ ノ セ セン

梅雨前線に伴う度重なる豪雨により、平成26年７月７日に主要地方道茨木能勢

線で崖崩れが発生。崩れた法面は、法面養生は実施しているものの、不安定な

状況 あり 現在も片側通行規制を実施 る

大阪府箕面市粟生間谷地内

１３

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）６．５

オオサカフ ミノオ シ ア オ マ ダニチナイ

状況にあり、現在も片側通行規制を実施している。

今後の降雨により、再度の崖崩れ等が発生しないよう、推進費を活用して緊急

にモルタル吹付工等の法面対策を講じることにより、交通の安全を確保する。

内 容

川尻観測所
至 豊能町

勝尾寺 実施箇所

位置図

実施箇所

広域図

至 茨木市

箕面公園

主要地方道 茨木能勢線
大阪府箕面市粟生間谷地内

断面図位置
①

断面図

【大阪府】

至 茨木市

被災箇所 Ｌ＝12ｍ
Ａ＝94㎡（崖崩れ）

【災害復旧事業：ハッチ部分】

②

イバラキシ

モルタル吹付（ラス張工含む）

落石防護網工

【推進費実施箇所】
法面対策工 １式

・モルタル吹付工（t=10cm）
A=200㎡ （ラス張工含む）
・ 落石防護網工 A=200㎡

至 豊能町

至 茨木市

トヨノチョウ

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行） 至 豊能町赤 推進費要求箇所（当年度施行）

緑 災害復旧・関連（予定）

【②崖崩れ処理状況】【①崖崩れ状況】

４

撮影日時 H26.7.7撮影日時 H26.7.7



広島県

事 業 名

事 業 主 体

（５） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

道路更新防災等対策事業（主要地方道加茂油木線）
カ モ ユ キ セン

自然斜面上部に露頭している岩盤が、冬期の凍結融解や降雨等の浸透水により、平成

26年４月６日に崩れ落ち、落石の一部は主要地方道加茂油木線に達するなどの崖崩れ

災害が発生。現在も、依然として発生源の斜面等には不安定な岩が残されている状況に

広島県福山市山野町大字山野地先

３０

施 行 地

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）１５

ヒロシマケン フクヤマシヤマノチョウオオアザヤマノチサキ

災害が発生。現在も、依然として発生源の斜面等には不安定な岩が残されている状況に

あり、全面通行止めの規制を実施している。

今後の降雨等により、再度の崖崩れ・落石等が発生しないよう、推進費を活用して緊急

に落石防護網工の法面対策を講じることにより、交通の安全を確保する。

内 容

施工箇所

位置図 広域図 至油木

施工箇所

福山市

【広島県】
被災箇所

道の駅

山野峡キャンプ場

紅葉橋

凡例

通行止め区間（約3㎞）

迂回路（約29㎞）

山野峡県立自然公園

山野峡
県立自然公園

主要地方道加茂油木線

一般県道井関加茂線

一般国道182号

凡 例

赤 推進費要求箇所（当年度施行）

至福山

断面図位置

平面図
断面図 ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ

ｱﾝｶｰ

Ｌ=2m

Φ18㎜

1.2ｍ

至油木

至加茂

事業区間L=26m
落石防護網工A=390㎡

主要地方道加茂油木線

①

②

道路区域

道路

落石防護網

支柱

SL=15ｍ

L=4m，□125×125

道路から20ｍ先河川内の
落石発生状況（H26.4.17調査）

落石が防護網を
突き破った跡

2.0ｍ

1.2ｍ
落石φ1.5m落石φ1.5m

５

落石経路

道路上の落石発生状況（H26.4.6被災直後）落石（φ1.0～1.5ｍ）複数あり
落石φ0.6ｍ



国土交通省

事 業 名

事 業 主 体

（６） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

道路維持管理事業（一般国道238号 佐呂間町幌岩地区防災対策）

サロマチョウ ホロイワチク ボウサイタイサク

平成26年5月16日～5月17日にかけて低気圧が発達し、オホーツク管内の広範囲
で強風が吹き、また大潮の満潮と強風が重なりサロマ湖では強い波浪が発生した。

この強風と波浪により連節ブロック護岸が被災し 道路路肩盛土が浸食され 一般
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この強風と波浪により連節ブロック護岸が被災し、道路路肩盛土が浸食され、 般
国道238号佐呂間町幌岩において約18.5時間の片側交互通行規制が発生した。

今後の波浪により、再度交通への影響が発生しないよう、推進費を活用して緊急に
かごマット多段積護岸工の設置を行うことにより、交通の安全を確保する。
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